
一斉メール配信担当
20期武藤さん

歴史資料館メンテ担当
17期木村さん

役員会メーリングリスト管理担当
21期白木さん

送信エラー情報
ywvmail@ywvob.com経由

個人情報DB

管理者
毛塚さん
柏木さん

開発保守
吉田さん

オブザーバ
木村

会報宛名ラベル作成担当
毛塚さん

ヤマトからの返品受け
取りは編集委員。

入会情報
(随時)

退会情報
(随時)

訃報
(随時)

個別変更連絡
db@ywvob.com経由

個人情報管理とデータの流れ(2022年2現在）

管理者が
DB登録

個別変更連絡
総会アンケートハガキ経由

最新メールアドレスリスト
(月一回)

管理者が
DB登録

唯一、リストの形
で個人情報を提供

返品情報
（編集委員経由）

管理者が
DB登録

対象者住所リスト
（年3回）

会計担当
松本さん

必要な情報は名簿登録情報のみ

会費納入状況
に基づく会報
配布先情報

名簿
登録
情報

※名簿登録情報：
期、会員番号、氏名、
ステータス(故人、
退会、住所不明等)



• 管理者登録（ID/PW）の登録が必要であること
を除けば、ログイン～氏名検索までは、閲覧
機能等同じ。

• 「部内夫婦」情報はデータベースにはレコード
があるが、使用していない為、入力不要。

• 「他」には故人の場合、「故人」と入力。

• その他、故人、退会、住所不明者などの扱い
は後述。

個人情報DB管理項目（管理者権限画面）



参考：閲覧機能編
非開示の方の見え方 開示可の方の見え方

• 下記URL/ID/PWを知っていれば
開示可能な会員情報を閲覧できる
ようにしたもの
(閲覧のみ更新機能無し）

• 非開示設定の人（木村も）の内容
は氏名程度しか見えません。

• URLは https://ywvmeibo.xii.jp

• IDは ywvob

• パスワードは、10文字の英字小文字
のローマ字でmで始まる学生歌の
タイトル

https://ywvmeibo.xii.jp/


（一斉配信メールエラー発生時の対応）

削除

修正記録

• ywvmail@からエラー通知を受けとった場合には、
内容を確認し必要であれば、名簿管理システムに
ログインして、対象者のメールアドレスを削除し、
管理メモに修正記録を残す。

• 「内容を確認し必要であれば」とは fatal error, 
parmananet error  といった内容。mail box 
overflowの類であれば、会員がメールを読むのを
さぼっていて、受信フォルダーが一杯だったという
話になり、とりあえずは放置。

• メールアドレスがエラーになった場合に、どこまで
フォローするかは個人により判断が分かれる。
例えば、同期であれば自分で調べる、同期でなくても
役員がいる期の方であれば、役員の方に確認をお願い
するくらいのサービスはあり得る。期幹事が決まれば、
期幹事に問い合わせる手もあるかもしれない。
但し、これはあくまでも変更連絡を怠った会員への
フォローアップサービスであり決まり事はない。
何もやらずに切り捨てても負い目を感じる必要は無い、



（会報送付時の宛先不明の扱い）

修正記録

削除

(不明)に変更

•宛先不明となったものが転送されてきた場合に、名簿管理
担当としてやることは、名簿管理システムにログインして、
対象者の郵便番号を削除、住所欄に「(不明)」と記載、管理メモ
欄に修正記録を残す

※ 住所欄は、不明、故人、退会 の区別にも使っている。

•新規に住所不明となった方のメールアドレスが存在すれば新規
住所をメールで問い合わせ、新住所が判明すれば名簿管理シス
テムにログインして新規住所を登録することくらいはフォロー
アップサービスとしてあり得る。もしくは該当者の同期の役員、
あるいは期幹事に調査を依頼することをやっても構わない。
但し、これはあくまでも変更連絡を怠った会員へのフォロー
アップサービスであり決まり事はない。
何もやらずに切り捨てても負い目を感じる必要は無い、

•更に、正しい住所が分かったところで、親切に日本郵便を使って
転送する義務はない(住所変更連絡をしてこない会員に、ヤマト
の配送料金に加えて日本郵便の配送料金を払って転送する無駄は
必要ない)。いったん、宛先不明で戻ってきたものは、次の会報配布
のタイミングで破棄してかまわない。



（物故者対応）

(故人)に変更

他の情報は削除

修正記録

故人と記入

•物故者情報を入手した場合、郵便番号、メールアドレス、
勤務先等を削除し、住所欄に「(故人)」と記載、その他
欄にも「故人」と記入したうえで、管理メモ欄に修正記録を残す

※ 住所欄は、不明、故人、退会 の区別にも使っている。



（退会者対応）

•退会情報を入手した場合、郵便番号、メールアドレス、
勤務先等を削除し、住所欄に「(退会)」と記載したうえで、
管理メモ欄に修正記録を残す

※ 住所欄は、不明、故人、退会 の区別にも使っている。
(退会)に変更

他の情報は削除

修正記録



（新規入会対応）

•別途
•一般的には、新卒会員の受け入れが中心。当該期の主将に情報をまとめてもらい、
卒業念の1月～3月に登録作業を行う。


